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治
タイプライタ
１　相手方は、申立人に対して、金＊＊＊万円及び完済にいたるまで年５％の
金員を支払うとの調停を求める。

治
タイプライタ
１　申立人は、相手方の母の姉であり、相手方とは伯母、甥の関係にある。
２　申立人は、相手方のマンション購入に際して、平成＊＊年＊＊月＊＊日
に、返済期を２年後の平成＊＊年＊＊月＊＊日と定め、金＊＊＊万円を貸し
付けたが、利息の定めはしなかった。
３　相手方は、弁済期である平成＊＊年＊＊月＊＊日に金＊＊万円を持参し
返還したものの、残金＊＊＊万円の返済については、申立人の再三の請求に
も応じない。相手方に返済能力がないならまだしも、外国旅行などして、裕
福な生活をしている。申立人は、年金生活者であり、＊＊＊万円は大切な老
後の資金です。
４　貸金残額＊＊＊万円と弁済期の翌日から完済に至るまで年５％の割合の
遅延損害金を請求するため、本申立をする。




